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１．緊急事態宣言と政府の方針 

２．新型コロナウイルスについて 
問１ 「新型コロナウイルス」とは、どのようなウイルスですか。 

問２ 新型コロナウイルス感染症にはどのように感染しますか。 

問３ 新型コロナウイルスに感染した人から、感染する可能性がある

のはいつまでですか。 



問４ 新型コロナウイルスはペットから感染しますか。 

問５ 新型コロナウイルスはハエや蚊を介して感染しますか。 

問６ 感染者の糞便から感染することがありますか。 
 これまで通り通常の手洗いや手指消毒用アルコールでの消毒などを行ってください。 

また、新型コロナウイルス感染症の疑いのある患者や新型コロナウイルス感染症の患者、

濃厚接触者が使用した使用後のトイレは、急性の下痢症状などでトイレが汚れた場合に

は、次亜塩素酸ナトリウム（市販されている家庭用漂白剤等はこれにあたります、

1,000ppm（1,000mg/L））、亜塩素酸水（遊離塩素濃度 100ppm（100mg/L）以上） 

またはアルコール（70％）による清拭をすることを推奨します。 
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問７ 感染者が見つかった場所（外国、国内）から送られてくる手紙

や輸入食品などの荷物により感染しますか。 

問８ 食品を介して新型コロナウイルス感染症に感染することはあり

ますか。 

２-２．変異株について 

問１ ウイルスの変異株について教えてください。 

問２ 国内で見つかっている変異株について教えてください。 

問３ 変異株への個人の感染予防策について教えてください。 

３．新型コロナウイルス感染症の予防法 
問１ 感染を予防するために注意することはありますか。心配な場合

には、どのように対応すればよいですか。 

問２ 家族に新型コロナウイルスの感染が疑われる場合に、家庭でど

んなことに注意すればよいでしょうか。 



 ご本人は外出を避けてください。ご家族、同居されている方も熱を測るなど、健康観察

をし、不要不急の外出を避け、特に咳や発熱などの症状があるときには、職場などには行

かないようにしてください。 

 ご家族に新型コロナウイルスの感染が疑われる場合には、同居されているご家族は以下

の８点にご注意ください（詳しくは、一般社団法人日本環境感染症学会とりまとめをご参

照ください。）。 

１．部屋を分けましょう 

 個室にしましょう。食事や寝るときも別室としてください。 

 子どもがいる方、部屋数が少ない場合など、部屋を分けられない場合には、少なくとも 

 ２ｍの距離を保つこと、仕切りやカーテンなどを設置することをお薦めします。寝ると

きは頭の位置を互い違いになるようにしましょう。 

２．感染が疑われる家族のお世話はできるだけ限られた方で 

 心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿病の方、免疫の低下した方、妊婦の方などが、 

  感染が疑われる家族のお世話をするのは避けてください。 

 

３．マスクをつけましょう 

 使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでください。 

 マスクの表面には触れないようにしてください。マスクを外す際には、ゴムやひもを  

つまんで外しましょう。マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗ってください（アルコ

ール手指消毒剤でも可）。 マスクが汚れたときは、新しい清潔な乾燥マスクと交換

してください。マスクがないときなどに咳やくしゃみをする際は、ティッシュ等で口

と鼻を覆いましょう。 

 

４．こまめに手を洗いましょう こまめに石鹸で手を洗いましょう。アルコール消毒を 

しましょう。洗っていない手で目や鼻、口などを触らないようにしてください。 

 

５．換気をしましょう 

 風の流れができるよう、2方向の窓を、1回、数分間程度、全開にしましょう。換気回 

数は毎時 2回以上確保しましょう。 

  

６．手で触れる共有部分を消毒しましょう 

 物に付着したウイルスはしばらく生存します。ドアの取っ手やノブ、ベッド柵など共有 



 部分は、薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤（※）で拭いた後、水拭きしましょう。亜塩

素酸水を用いる場合は、対象物を拭いた後、水気をふき取って乾燥させて下さい。 

 ※家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸ナトリウムであることを確認し、濃度

が 0.05％（製品の濃度が６％の場合、水３Ｌに液を 25㎖）になるように調整してくだ

さい。 トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、家庭用消毒剤でこまめに消毒

しましょう。タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通常の洗濯や洗浄でかまいま

せん。感染が疑われる家族の使用したものを分けて洗う必要はありません。 洗浄前の

ものを共有しないようにしてください。特にタオルは、トイレ、洗面所、キッチンなど

で共有しないように注意してください。 

 ※亜塩素酸水は、遊離塩素濃度 25ppm （25mg/L）以上（製品の遊離塩素濃度が

200ppm （200mg/L）以上ある場合、水１Ｌに液を 150ml）になるように調整してく

ださい。 

 

７．汚れたリネン、衣服を洗濯しましょう 

 体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、手袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗

剤で洗濯し完全に乾かしてください。 

 ※糞便からウイルスが検出されることがあります。 

  

８．ゴミは密閉して捨てましょう 

 鼻をかんだティッシュはすぐにビニール袋に入れ、室外に出すときは密閉して捨てく

ださい。その後は直ちに手を石鹸で洗いましょう。 

 （参考）【一般社団法人日本環境感染学会ホームページ 】

http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/dokyokazoku-

chuijikou.pdf 
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問３ 濃厚接触者とはどのような人でしょうか。濃厚接触者となった

場合は、どんなことに注意すればよいでしょう。 



問４ 「咳エチケット」とは何ですか。 

問５ 高齢者の多い社会福祉施設などでは、どのような感染対策を行

っていますか。 

問６ 「接触確認アプリ」とは何ですか。どのように役立つのでしょ

うか。 

４．マスク・消毒液に関するもの 
問１ マスクはどのような効果があるのでしょうか。 

問２ マスク・消毒液の確保・供給に向けて、政府はどのよう

な対策を講じていますか。 

問３ 新型コロナウイルス感染予防のための手洗いや身の回り

のものの消毒・除菌はどのようにしたらよいですか。 
 飛沫に含まれる新型コロナウイルスや、手や身の回りのものに付着した新型コロナウイ

ルスが、人の口や鼻、眼などから入って感染します。したがって、感染を予防するために

は、手洗いや身の回りのものに付着したウイルスの数を減らすことが有効です。 

 

（１）手洗い 

 まず、ウイルスは水で洗い流すことでかなり数を減らすことができます。新しい生活様

式で、帰宅後の手洗いやシャワーをお勧めしているのはそのためです。石けんと流水によ

る手洗いを行うことが最も重要です。手指に付着しているウイルス量は、流水による 15

秒の手洗いだけで１/100に、石けんで 10秒もみ洗いし流水で 15秒すすぐと１/10,000

に減らすことができます。 

 手洗いがすぐに出来ない状況では、アルコール消毒液（濃度 70%～95%のエタノー

ル）（※）も有効です。一方で、次亜塩素酸ナトリウム（いわゆる塩素系漂白剤）は、危

険ですので、手指には用いないでください。また、亜塩素酸水も、目に入ったり、皮膚に

ついたりしないよう注意してください。 

  

 (※) 60％台のエタノールによる消毒でも一定の有効性があると考えられる報告があり、



70％以上のエタノールが入手困難な場合には、60％台のエタノールを使用した消毒も差し

支えありません。 

 

（２）身の回りのものの消毒・除菌 

 熱水、次亜塩素酸ナトリウム（いわゆる塩素系漂白剤）、アルコール消毒液による消毒

をおすすめします。 

 これ以外で、家庭などで身近なものとしては、界面活性剤（いわゆる住宅用・台所用洗

剤）でも、効果が期待できます。新型コロナウイルスに対して有効な界面活性剤として

は、６月 25日現在、９種類が新型コロナウイルスの量を減らせることが報告されていま

す。 

 また、一定濃度以上の「次亜塩素酸水」が新型コロナウイルスの量を減少させることが

独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）にて確認されました。目に見える汚れをあら

かじめ落とした上で、１．拭き掃除には、有効塩素濃度 80ppm以上の次亜塩素酸水を使

い、十分な量の次亜塩素酸水で濡らすことで、２．次亜塩素酸水の流水で掛け流す場合

は、有効塩素濃度 35ppm以上のもので 20秒以上掛け流すことでウイルスの量が減らせ

るとされています。いずれの場合も、次亜塩素酸水が残らないよう、きれいな布やペーパ

ーで拭き取ってください。 

 また、有機物が存在する環境下での使用が想定されている「亜塩素酸水」は、１．清拭

する場合、遊離塩素濃度 25ppm（25mg/L）以上の亜塩素酸水をペーパータオル等に染み

込ませてから対象物を清拭（拭いた後数分以上置くこと。）してください。その後、水気

を拭き取って乾燥させて下さい。２．浸漬する場合、対象物を遊離塩素濃度 25ppm

（25mg/L）以上の亜塩素酸水に浸漬（数分以上浸すこと。）し、取り出した後に水気を

拭き取って乾燥させてください。３．排泄物やおう吐物等の汚物がある場合、汚物をペー

パータオル等で静かに拭き取った上で、汚物のあった場所にペーパータオル等を敷き、そ

の上に遊離塩素濃度 100ppm（100mg/L）以上の亜塩素酸水をまきます（数分以上置く

こと。）。ペーパータオル等を回収後、残った亜塩素酸水を拭き取って乾燥させてくださ

い。 

 界面活性剤の具体的な名称やその濃度、次亜塩素酸水を使う際の注意事項などについて

は、下記にお示しする各種ホームページで確認してください。また、具体的な用途や使用

上の注意については、製品に記載された情報を確認の上、正しくお使いください。 

  

 製剤製品によって、特徴や使用方法が異なるので、ウイルスの数を減らし、身の回りを



清潔に保つため、うまく組み合わせて、活用しましょう。 

 

（参考） 

○新型コロナウイルス対策ポスター「身のまわりを清潔にしましょう。」 

https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200626013/20200626013-2.pdf 

  

○新型コロナウイルス対策ポスター「家庭内で注意していただきたいこと～８つのポイン

ト～」 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000601721.pdf 

  

○新型コロナウイルス対策ポスター「次亜塩素酸水を使ってモノのウイルス対策をする場

合の注意事項」 

https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200626013/20200626013-4.pdf 

  

○独立行政法人 製品評価技術基盤機構ホームページ 

新型コロナウイルスに対して効果が確認された界面活性剤を含む洗剤について 

https://www.nite.go.jp/information/osirasedetergentlist.html 

  

○厚生労働省・経済産業省・消費者庁特設ホームページ「新型コロナウイルスの消毒・除

菌方法について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/syoudoku_00001.html 
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※これは、令和３年 5月 12日 厚生省ホームページ  

新型コロナウイルスに関する Q&A（一般の方向け）｜厚生労働省 (mhlw.go.jp) 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue

_fever_qa_00001.html 

より、三慶株式会社が掲載箇所を一部抜粋したものです。 


